
プライム市場への移行
4月4日の東京証券取引所新市場区分の開始に伴い、当社はプライム市場に移行

第2四半期として売上高・利益とも過去最高、業績予想・期末配当を引き上げ
売上高682億円、経常利益100億円は第2四半期として過去最高
通期業績予想を売上高40億円、利益5億円引き上げ、期末配当は65円に引き上げ

成長投資枠の強化
重点4分野を対象に成長投資を強化（

▲

P2）

P1

株主のみなさまには平素格別のお引き立てとご高配を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。2021年12月に代表取締役社長に就任いたしました籔田でございます。
2022年4月、当社は東京証券取引所の市場区分見直しに伴いプライム市場に
移行いたしました。同市場は、グローバルな投資家との建設的な対話を中心に
据えた企業向けの市場と位置付けられており、一層高いレベルのガバナンス、
コンプライアンス、情報開示等が求められます。株主のみなさまの高いご期待
に沿えますよう努めてまいります。
2021年9月期にスタートした中期経営計画（中計2023）は、この第2四半期で
ちょうど折り返しとなりました。おかげ様をもちまして、前期に続き順調に進捗
しており、第２四半期累計期間の業績は、売上高・営業利益・経常利益とも上期
として過去最高水準を達成しました。これらをふまえ、通期業績予想を上方 
修正するとともに、期末配当を期初予想から引上げ、1株当たり65円としており
ます。
一方、人財の不足や事業変革の加速など、中計2023の後半で取り組むべき
課題に対して、成長投資を強化してまいります。
わが国をはじめ世界はさらに複雑かつ多くの社会課題に直面しています。
2020年にあらためて標ぼうした「社会課題解決企業」として、当社グループ
に対する期待と役割は、ますます大きくなっているものと気を引き締めてお
ります。今後とも、当社グループにご理解とご支援を賜りたく、宜しくお願
い申し上げます。

2022年9月期  

籔田　健二

2021年10月1日  2022年3月31日

証券コード：3636

代表取締役社長

株主のみなさまへ

中間報告書

ポイント
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P3
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地方移住の制度活用実績
（2022年4月時点）

「社会課題を解決し、豊かで持続可能な未来を共創する」という使命を果たすとと
もに、事業を通じた解決を通じ、当社グループとしての成長を目指しています。
さまざまな分野での取り組みから、デジタル関連の例を紹介します。

プライム市場移行を契機に、あらためて持続可能な経営に向けた方針等を明確化す
るとともに、気候変動に係る開示を行いました。

4月にTCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言
に準拠して気候変動に関する情報開示を行いました。

「人財」は、当社グループの成長の源泉となる最大の資源であり、資産です。採用強化、キャリ
ア開発機会の倍増、パートナーへの育成出向による事業機会の拡大などに取り組んでいます。
さらに、以下のような取り組みを通じて、人財力の強化・働きやすい環境整備に努めています。

丸 電子車検証の導入により運輸支局に出向 かずに車検手続可能

丸 スマホ申請、キャッシュレス決済によるユ ーザー利便性向上

50年先の「100億人・100歳時代」の豊かで持続可能な社会の実現と当社グループ
の持続的な成長を目指しています。

丸  地方移住、在宅勤務やサテライトオフィス活用に対応した人事制度
丸  個々人がもつ能力を最大限に発揮できる環境整備

【制度活用者の声】

パートナーの転勤などライフイベントが
あっても、地方移住制度を利用して業務継
続できるようになりました。
私自身、北海道に移住し、ワーク・ライフ・
バランス実現に向けた働き方を模索中
です。
多様な働き方の
実 現 を 促 し、
個 々 人 が 望 む
キャリア形成や
自己実現を後押
しして、当 社 の 
強みの「人財」の
活躍に貢献でき
ればと願ってい
ます。

【Region Ring®とは】

丸  デジタル通貨、電子マネー、コイン、ポイント、電子商品券などを発行できる基盤 
サービス

【導入実績】

丸  近鉄ハルカスコイン、しまかぜコイン：商 業施設・地域の消費活性化

丸  東京ユアコイン：SDGs活用促進の実証 事業

丸  大手町・丸の内・有楽町地区でのポイント：SDGs活動促進

丸  金シャチマネー：（2022/4/25リリース）
　

▲

総額218億円、日本最大規模となる見込 み

行政向けDX（デジタル・トランスフォーメーション）

丸  個々人の能力・適性・志向性を踏まえ、オーダーメイド
のキャリア形成支援（

▲

右図）

独自の人財育成成長サイクルの構築

Case Study

三菱総研グループのサステナビリティ経営

地域課題解決型デジタル地域通 貨サービス：Region Ring®

ライフステージに応じた働き方

成長事業の具体的取り組み例

成長を支えるESGへの取り組み

気候変動に係る開示

人財への取り組み例

持続的成長

知る

学ぶ

行動する

活躍する

ヘルスケア＆
ウェルネス本部

仲 尾  朋 美
出所：「国土交通省 自動車検査証の電子化に関する検討会 報告 書」をもとに三菱総合研究所作成   
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001349262.pdf
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P2

中期経営計画2023後半で一層の成長を目指します
2020年10月にスタートした中期経営計画2023は、今年4月に折
り返し、後半に入りました。
目標（

▲

P4）達成に向け、成長投資をさらに強化（01）してまいり
ます。
また、成 長 事 業（02）やESG（03）への具 体 的 取り組み例を 
ご紹介します。

事業変革の加速や、適切な人財配置のため、以下①～④を重点分野として 
成長投資を強化します。

「社会課題を解決し、豊かで持続可能な未 来を共創する」という使命を果たすとと
もに、事業を通じた解決を通じ、当社グル ープとしての成長を目指しています。
さまざまな分野での取り組みから、デジタ ル関連の例を紹介します。

丸 電子車検証の導入により運輸支局に出向 かずに車検手続可能

丸 スマホ申請、キャッシュレス決済によるユ ーザー利便性向上

【Region Ring®とは】

丸  デジタル通貨、電子マネー、コイン、ポイント、電子商品券などを発行できる基盤 
サービス

【導入実績】

丸  近鉄ハルカスコイン、しまかぜコイン：商 業施設・地域の消費活性化

丸  東京ユアコイン：SDGs活用促進の実証 事業

丸  大手町・丸の内・有楽町地区でのポイント：SDGs活動促進

丸  金シャチマネー：（2022/4/25リリース）
　

▲

総額218億円、日本最大規模となる見込 み

行政向けDX（デジタル・トランスフォーメーション）

地域課題解決型デジタル地域通 貨サービス：Region Ring®成長投資を強化

成長事業の具体的取り組み例

具体的施策 取り組み例
丸 採用強化（2023年度までに210名増）

丸 キャリア開発機会倍増

丸 パートナーへの育成出向増

丸 採用手法多様化

丸 独自の人財育成モデル確立

丸 ベンチャーキャピタルへの派遣等

①人財投資

具体的施策 取り組み例
丸  国内外の研究機関・大学との共同

研究・提言

丸 人財交流・客員登用

丸 連携先機関（予定含む）
　● Chatham House（英）
　● CEPS（ベルギー）
　● Georgetown大学（米）
　● 東京大学、大阪大学

②研究・提言投資

具体的施策 取り組み例
丸 アプリケーション開発・実証

丸 AIエンジン開発・実証

丸 中大型設備投資

丸 デジタル地域通貨

丸 AI・ビッグデータ解析

丸 データセンター改修

③ R&D投資

具体的施策 取り組み例
丸  DX・社会実装重点領域の基盤・

パートナー拡大

丸  重点 領 域を設 定した戦略 的投資 
（出資・JＶ・M&A等）

丸  ベンチャー等への投資拡充 
（専門組織を新設）

丸 仏・ForePaaSとの資本・業務提携

丸  AIベンチャー・Nextremerとの 
資本・業務提携

④事業基盤投資

出所：「国土交通省 自動車検査証の電子化に関する検討会 報告 書」をもとに三菱総合研究所作成   
https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001349262.pdf
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P4

〒100-8141　東京都千代田区永田町二丁目10番3号
TEL 03-6705-6001　　　www.mri.co.jp

決算ハイライト

（単位：百万円）
売上高

2018/9

90,250

46,471

2019/9

90,029

45,903

2022/9

（予想）
117,000

68,26568,265

2020/9

92,020

48,246

2021/9

103,030

52,328

通期
第2四半期累計

2022/9

（予想）（予想）
8,7008,700

10,012
（単位：百万円）
経常利益

2018/9

5,364
4,663

2019/9

5,718

3,993

2020/9

8,387
7,232

2021/9

7,568
6,464

通期
第2四半期累計

2022/9

（予想）（予想）
6,4006,400

7,788
（単位：百万円）
親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

2018/9

3,402
2,942

2019/9

3,599
2,823

2020/9

7,096
6,466

2021/9

5,009
4,141

通期
第2四半期累計

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年9月期第2四
半期に係る各数値及び2022年9月期の通期予想に係る各数値については当該会計基準等を適用した後の数値となっております。なお、当該会計基
準適用の影響を除くと、売上高は57,094百万円（前年同期比9.1%増）、経常利益は7,720百万円（前年同期比19.4%増）であります。

■  官公庁のAIシミュレーションを含む大型案件や先端ICT案件、金融・カード
案件が業績寄与。

■ 純利益には、子会社株式・政策保有株式の売却寄与含む。
■  会計基準変更により、四半期業績の季節変動は従来とは異なる。第2四半期

累計の利益は高くなり、第3四半期以降は赤字を見込む。

決算の
ポイント

（単位：百万円）
売上高

通期
第2四半期累計

2018/9

33,489

16,400

2019/9

34,099

17,768

2022/9

（予想）

34,22134,221

2020/9

34,581

17,963

2021/9

40,376

48,000

20,803

（単位：百万円）
経常利益

通期
第2四半期累計

2018/9

3,233
2,328

2019/9

3,351

2,969

2022/9

（予想）（予想）

6,902

2020/9

5,283

5,058

2021/9

4,197

4,3004,300
4,265

（単位：百万円）
売上高

通期
第2四半期累計

2018/9

56,760

30,070

2019/9

55,930

28,135

2022/9

（予想）

34,04434,044

2020/9

57,438

30,282

2021/9

62,653

69,000

31,524

（単位：百万円）
経常利益

通期
第2四半期累計

2018/9

2,050

2,289

2019/9

2,325

1,013

2022/9

（予想）

3,1133,113

2020/9

3,092

2,171

2021/9

2,197

4,400

3,361

セグメント別業績

シンクタンク・コンサルティングサービス ITサービス
50％
売上高
構成比

50％
売上高
構成比

中計2023
財務目標

100億円経常利益 

10％ROE

株主メモ
株主還元について

事 業 年 度 10月1日から翌年9月30日まで
定時株主総会 12月
基 準 日 定時株主総会議決権行使株主確定日　9月30日

期末配当金支払株主確定日　　　　　9月30日
中間配当金支払株主確定日　　　　　3月31日

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1-1
0120-232-711

（フリーダイヤル 9：00～17：00 土・日・祝日を除く）
郵 送 先 〒137-8081

新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

上記のほか必要ある場合は、取締役会の決議により
あらかじめ定めた日（ ）

※ 2020年9月期は記念配当30円を含む。2021年9月期まで、普通配当で9年連
続増配

継続的な安定配当を基本に、業績や財務健全性のバランス
なども勘案しつつ配当水準の引き上げに努めています。
１株当たり配当金※/配当性向

１株当たり配当金（円） 記念配当（円） 配当性向（％）

2018/9

85

2019/9

95

2022/9（予想）

125
（予想）

60

31.7
（予想）

2020/9

135 記念
配当
30円

2021/9

115

37.3
30.942.940.6

期末配当を65円に引き上げ、年間配当予想を125円に
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